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―広島・宮島で刻んだ学び ６年修学旅行― 
 

梅雨の合間の晴れ間が、本格的な夏の訪れを予感させる季節となりました。 ６月１７

日、１８日の２日間、６年生は広島・宮島方面へ修学旅行に行きました。 

（１）その場に立つからこそ感じられる「広島の地」での平和学習 

初日の広島平和記念公園。全校児童の想いを背負い、原爆の子の像を背景に行った平

和集会では、代表の児童の言葉がとても心に強く残りました。 

「平和とは、どのようなことなのか考えることが重要

だと思います。僕は、戦争がないだけでなく、誰もが

笑顔で、安心して暮らせてみんな幸せと実感できるこ

とだと思い「僕は、ここに宣言します。相手の立場に

なって考えられる優しさを持つこと。身の回りの小さ

なケンカをなくし、友達を大切にすること。そして、

広島の歴史をしっかり学び、たくさんの人に伝えてい

くこと。平和についてしっかり考えること。」 

自分たちにできることとして、学校生活の中での平

和をしっかり積み重ねることが大切さであると語って

いました。沈黙の中で祈りを捧げる子どもたちの姿に、

平和を「自分事」として考える決意が感じられました。 

平和集会を終え

た後、被爆体験者の語り部の方から貴重なお話を聞

かせていただきました。「二度と私のような経験をし

てほしくない。どうしたら平和を守れるか、みんな

で考え続けてください。」最後の言葉が印象に残りま

した。想像を絶するような苦しい生活をしてきたお

話に、子どもたちはメモを取りながら耳を傾けてい

ました。教科書や資料動画では決して伝わりきらな

い、体験したからこそ発せられる言葉の重みが、子

どもたちの「平和を自分事として考える」心を強く

揺さぶられたように感じました。 

その後「碑めぐり」をしました。あの日から時が止

まったような遺跡等を巡りました。 実際に爆心地に立ち、犠牲になった多くの方々のこ

とを考えると胸が痛くなります。知識としての「歴史」が、自分たちの心に直接訴えか

けるものへと変わっていくような思いがしました。 

（２） 宮島での班行動 

２日目は宮島観光です。梅雨時とは思えない「からっ」とした青空が広がる天候に恵

まれ、フェリーのデッキからは、朱色の鳥居を間近に眺めること

ができました。 

この日は自分たちで考え、班行動で楽しく過ごすことが大きな

めあてでした。これは本校が大切にする「自律（自ら考え判断す

る）」と「共生（仲間と協力する）」が試される場面でもあります。

宮島ならではの「食」を多くの子どもたちが楽しみにしていまし

た。アツアツの「揚げもみじ」をほおばり、仲間と同じ味を楽し

んで笑顔がこぼれるひとときもありました。また、道端のシカに

驚きながらも、自分たちで時間を確認し合って目的地をめざす姿

に成長を感じました。家族への感謝の気持ちを込めて一生懸命に

お土産を選ぶ姿もみられました。限られたおこづかいの中でやり

くりするところは日頃の学びが活かされていました。 

今回の修学旅行でも「自律と共生」を感じる場面は多くみられ

ました。本校のめざす「自ら学び、自らあゆむ 心豊かな子の育成」そのものです。一回

り大きく成長して帰ってきた６年生が、これからの精道小学校を引き続き、力強くリー

ドしてくれることを期待しています 

 



【お知らせとお願い】 

 

 

 

 

 

 

  【1 年 図画工作での学び合い】     【6 年 理科 実験で交流】 


